
緊急輸送道路沿道建築物の耐震診断義務付けについて

耐震診断義務付け道路 （令和２年４月１日群馬県指定）

補助制度（令和３年度時点）

対象建築物目的

災害時の応急・救急活動等に重要な緊急輸送道路の沿道建築物が
地震で倒壊し、道路をふさがないよう建築物の耐震化を促進します。

高速道路

直轄国道(二桁国道)

東毛広域幹線道路

第１次緊急輸送道路

第２次緊急輸送道路

第３次緊急輸送道路

耐震診断義務付け道路

国道17号

関越自動車道

北関東自動車道

東北自動車道

東毛広域幹線道路

国道50号

前面道路よりも建築物の敷地
が低い場合、道路と敷地の高
低差分の距離を緩和します。

緩 和 １ 建築物が木造の場合、建築物の
高さと軒の高さの差分の距離を
緩和します。

緩 和 ２

耐震診断について、原則として所有者負担なしで行える補助制度を用意
※限度額を超える場合などは所有者負担が発生します。設計・工事の補助制度は検討中です。

県負担 1/4 市町村負担 1/4国負担 1/2

市町村補助金事業 10/10

【災害に強い道路ネットワークのイメージ 】

今回内容

はばたけ群馬・県土整備プラン2018-2027より

【道路交通の阻害のイメージ】

耐震診断の結果の報告及び公表

報告：令和５年３月３１日までに所管行政庁へ耐震診断の結果を報告
公表：所管行政庁のホームページにて公表（令和５年度以降）
※期限までに報告が無い場合、命令及び命令した旨の公表を行うことがあります。

耐震診断義務付け道路の沿道建築物で、次の➀及び➁をみたすもの

➀昭和５６年５月３１日以前の旧耐震基準で建築された建築物

➁前面道路に対し一定の高さを超える建築物（下図参照）

みなかみ町

前橋市

高崎市

伊勢崎市

国道18号

国道17号(上武道路)

群馬県緊急輸送道路ネットワーク図

上信越自動車道

耐震診断費用（限度額内）
＜耐震診断補助のイメージ＞

群馬県緊急輸送道路のうち、特に重要な道
路を耐震診断義務付け道路に指定


